
大
学
受
験
も
終
わ
り
、
あ
と
は
合
格
発
表

を
待
つ
だ
け
に
な
っ
た
あ
る
日
曜
日
。
じ

い
ち
ゃ
ん
に
呼
ば
れ
た
。

「
お
ー
い
大
。
お
き
て
る
か
ー
？　

一
緒

に
大
倉
公
園
に
行
く
か
ら
早
く
準
備
し
て

き
な
さ
い
」

大
倉
公
園
か
…
受
験
勉
強
で
出
掛
け
る
こ

と
も
な
か
っ
た
し
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
出
掛

け
る
の
も
い
い
か
も
な
。

「
そ
れ
に
し
て
も
な
ん
で
大
倉
公
園
な

の
？
」

「
ち
ょ
う
ど
今
、
大
倉
公
園
で
盆
梅
展
っ

て
い
う
の
を
や
っ
て
い
て
な
。
わ
し
の
友

達
が
文
化
協
会
の
盆
栽
会
に
お
っ
て
、
自

信
作
を
出
品
し
た
か
ら
見
に
来
て
く
れ
っ

て
言
わ
れ
て
な
」

じ
い
ち
ゃ
ん
っ
て
結
構
交
友
関
係
広
い
か

ら
な
。

「
と
こ
ろ
で
大
は
大
倉
公
園
の
い
わ
れ
を

知
っ
て
る
か
？
」

「
え
っ
、
何
そ
れ
？
」

「
大
府
に
住
ん
で
い
て
そ
ん
な
こ
と
も
知

ら
ん
の
か
！　

情
け
な
い
の
う
。
よ
し
、

じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
や
ろ
う
。
こ
の
土

地
に
は
日
本
陶
器
㈱
、
現
在
の
㈱
ノ
リ
タ

ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
の
創
設
者
、
大

倉
和
親
氏
の
別
邸
が
あ
っ
て
の
、
昭
和
2

年
に
は
賀か

や
の
み
や
つ
ね
の
り
お
う

陽
宮
恒
憲
皇
が
滞
在
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
そ
れ
は
由
緒
正
し
い
も
の

な
ん
だ
。
そ
れ
で
大
倉
公
園
と
呼
ば
れ
て

い
る
ん
じ
ゃ
。
入
り
口
の
か
や
ぶ
き
屋
根

の
門
は
当
時
の
も
の
で
大
変
価
値
の
あ
る

も
の
な
ん
じ
ゃ
よ
」

「
へ
ー
、
全
然
知
ら
な
か
っ
た
」

か
や
ぶ
き
屋
根
の
門
を
く
ぐ
り
、
大
倉
公

園
に
入
る
と
来
場
者
に
振
る
ま
わ
れ
て

い
た
甘
酒
の
香
り
が
し
た
。
庭
園
に
あ

る
木
々
は
冬
枯
れ
し
て
い
て
寂
し
い
け
れ

ど
、
盆
梅
展
の
に
ぎ
わ
い
が
一
足
先
に
春

を
運
ん
で
い
た
。

展
示
会
場
は
二
カ
所
あ
っ
た
の
で
ま
ず
、

第
一
展
示
会
場
に
入
っ
た
。
す
る
と
、
い

き
な
り
立
派
な
紅
梅
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

「
こ
の
梅
、
め
っ
ち
ゃ
で
か
い
な
！　

こ

れ
も
盆
梅
な
ん
だ
」

「
そ
れ
は
樹
齢
300
年
く
ら
い
か
の
」

「
え
っ
、
ま
、
ま
じ
か
」

「
当
た
り
前
じ
ゃ
ろ
？　

そ
れ
が
盆
梅
の

奥
深
さ
だ
よ
。
何
代
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
く
歴
史
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。
例
え
ば
こ
の

盆
梅
展
の
期
間
中
に
梅
が
最
も
美
し
く
見

え
る
よ
う
に
鉢
を
日
陰
に
お
い
て
開
花
を

遅
ら
せ
と
る
ん
じ
ゃ
ぞ
。
と
に
か
く
手
を

か
け
と
る
ん
じ
ゃ
」

「
で
も
こ
の
梅
は
蕾
が
多
い
よ
？
」

「
は
は
っ
！　

大
に
は
ま
だ
蕾
の
良
さ
が

わ
か
ら
ん
か
。
咲
い
た
花
だ
け
が
美
し
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

「
ふ
う
ー
ん
…
じ
ゃ
あ
こ
の
盆
梅
が
置
い

て
あ
る
台
も
な
ん
か
こ
だ
わ
り
が
あ
る

の
？
」

「
も
っ
ち
ろ
ん
。
よ
り
美
し
く
見
え
る
よ

う
に
盆
梅
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
選
ん

で
い
る
ん
じ
ゃ
」

第
二
展
示
会
場
で
は
琴
と
尺
八
の
演
奏
が

行
わ
れ
て
い
た
。

「
こ
こ
は
例
の
旧
大
倉
和
親
氏
の
別
荘
離

れ
だ
。
美
し
い
琴
と
尺
八
の
音
色
が
梅
の

花
の
美
し
さ
を
よ
り
引
き
立
て
る
の
う
」

展
示
会
場
を
出
る
と
…
ま
さ
か
…

「
あ
、
ま
ー
く
ん
？
」

「
先
輩
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！　

こ
ん
な
と

こ
ろ
で
会
う
な
ん
て
す
ご
い
偶
然
で
す

ね
！
」

「
あ
ず
ま
と
桃
花
か
！　

俺
は
じ
い
ち
ゃ

ん
と
盆
梅
展
を
見
に
来
た
ん
だ
よ
。
お
ま

え
ら
は
？
」

「
私
た
ち
は
歴
史
民
俗
資
料
館
に
ひ
な
飾

り
を
見
に
来
た
の
。
大
学
は
も
う
春
休
み

だ
か
ら
し
ば
ら
く
実
家
に
い
る
よ
」

大
学
生
か
…
。
お
れ
も
４
月
か
ら
は
大
学

生
…
？　

梅
も
い
い
け
ど
早
く「
サ
ク
ラ
」

咲
い
て
欲
し
い
よ
な
！

（
4
月
1
日
号
へ
続
く
）

文
：
大
府
東
高
校
一
年　
　

金
田
千
絢

絵
：
大
府
東
高
校
二
年　
　

中
村
有
里

　
　

同
一
年　
　
　
　
　
　

加
藤
梨
瑚

第18話

梅は咲いたがサクラはまだ？

大府東高校文芸部
×

広報おおぶ

企画展　歴史民俗
資料館ひなまつりは　
3月10日日まで
開催中！
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2月

▲樹齢約 300年の盆梅

　10～17日、大倉公園で大府盆梅展が開催され、
多くの来場者が訪れました。この催しは、市観光協
会が主催で、会場には日本盆栽協会東知多支部と市
文化協会大府市盆栽会の会員が丹精込めて育てた紅
梅や白梅など、盆梅約70席を展示。中には樹齢約
300年の盆梅も展示され、来場者は見事な枝ぶりと
淡く上品な梅の香りを堪能しました。

　2日、こども料理コンクール「ビストロおぶちゃん」で、鈴木いちかさ
ん・祐子さん親子が考案し、こらび庵賞に選ばれた料理「とろーりチー
ズのお野菜ミルフィーユ」が、コラビア内「こらび庵」のランチメニュー
として提供されました。この日、調理を担当したのは、BLOSSOMで、
用意した28食は前日までに予約で完売し、ランチを食べたお客さんは
「野菜が多く取れておいしい」と感想を話しました。

　２日、愛三文化会館（勤労文化会館）で「あなたとわたしのつどい」が開
催され、多くの市民が男女共同参画について考えました。前半は「おお
ぶ花まつり」と「知多半島女性ネットワーク」の活動発表とおおぶ男女共
同参画アピール宣言が行われた後、大阪大学大学院教授の石蔵文信さ
んによる夫婦関係についての講演が行われました。後半では、家族を
失った少年の成長を描いた映画「星めぐりの町」が上映されました。

▼この日提供された「とろーりチーズのお野菜ミルフィーユ」を含むランチ ▼おおぶ男女共同参画アピールが宣言されました

見事な梅の花や香りを楽しむ
大府盆梅展

自慢の料理　ここにあり！
ビストロおぶちゃん受賞メニューがこらび庵で提供

男女共同参画について考える
あなたとわたしのつどい
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12日、（公社）日本下水道管路管理業協会中部支部愛知県部会との
災害時における下水道管路等施設の復旧支援協力に関する協定が締
結されました。この協定締結により、自然災害時に市が管理する下
水路やマンホールなどの下水道施設が被災した場合に、必要な復旧
支援業務を市が当協会に要請することができるようになりました。

8日、市、東海警察署、市商工会議所は「ドライブレコーダーに記録
された画像の提供に関する協定」を締結しました。この協定締結により、
市や市商工会議所の会員事業所が保有する車に付いているドライブレ
コーダーに記録された画像を警察の求めに応じて提供し、捜査のために
活用します。また、市や市商工会議所の会員事業所の車には「小さな御
守り　大きなみまもり」と記した防犯啓発ステッカーが張られています。

▼災害時における下水道管路等施設復旧支援協力協定が締結されました ▼市の公用車に張られた「小さな御守り　大きなみまもり」ステッカー

▲グループで未来新聞の内容を話し合う参加者

　16日、「みんなで話そう～市民と市長のまちトー
ク～」が市役所で開催されました。今回は、女性の
感性などを大切にするため、参加者を女性に限定。
30～60代の市民16人が「私たちが紡ぐ！　安心安
全なまち・おおぶ」をテーマに自由に話し合い、10
年後の大府市の姿を伝える未来新聞を制作しまし
た。新聞には、世代間交流などによる暮らしやすい
まち全国1位など、安心安全なまちになるためのア
イデアなどが発表されました。

協働からまちづくりへ
市民と市長のまちトーク

知多半島初！　災害時すぐ下水道復旧へ
日本下水道管路管理業協会と災害時における
下水道管路等施設の復旧支援協力協定締結

公用車で市民の安心安全を提供
ドライブレコーダーに記録された画像の提供に関する協定締結
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747

平成31年4月30日まで

Q１

Q２

今回の広報おおぶで、文字・色・構成などについて、見やす
いと思った記事、見にくいと思った記事とその理由をお聞か
せください。（下表の番号を記入してください。複数回答可）

今回の広報おおぶで、面白い・役に立った記事、そうでな
かった記事とその理由をお聞かせください。
（下表の番号を記入してください。複数回答可）

見やすい（　　　　　　　）　見にくい（　　　　　　　）

理由

理由

面白い・役に立った（　　　　　　　　　　　　　　　）　

Q３ 今後取り上げてほしい企画や広報おおぶへのご意見・ご要望
をお聞かせください。

そうでなかった　　（　　　　　　　　　　　　　　　）　

1161

【この号の内容】　①マンガ広報　②フォトNews　③特集「平成31年10月・32年4月採用大府市職員募集」　④市政NEWS　⑤おめでと
うございます　⑥情報パック　⑦Ellen's Corner　⑧金婚カンコン　⑨みんなにごあいさつ　⑩夢キラリ人　福永真也さん　⑪その他

国際交流員／エレン・ウー

エレンが成人式を初体験！

　私はオーストラリアにいるときから日本語を勉強していましたが、成人式のことはテキストに載っていません
でした。オーストラリアでは20歳を祝う習慣がないので、成人式はありません。私は、以前日本で働いていた
ことがありますが、市の国際交流員になって、初めて成人式があることを知り、今回は記念すべき初取材をしま
した。
　当日会場に着くと、たくさんの華麗で美しい振袖姿の女性が目に留まり、興奮しました。本人や家族の方がい
ろいろな準備をしてこの日を迎えていることを想像すると、成人式がとても意味のある大切な行事だということ

が分かります。式典では、迫力のある和太鼓の演奏があり、日
本らしさを感じました。
　成人式で特に印象に残ったのは、振袖を着た2人の外国人女
性の姿でした。何となく日本人しか参加しない式だと思ってい
たのですが、彼女たちは、同級生との会話を楽しんだり、親と
一緒に写真を撮ったりするなど成人式を楽しんでいました。市
内で、多文化共生を実感し、心強く感じる一場面でした。
　成人式は、神社仏閣や茶道のように観光として見たり体験し
たりできるものではないので、その存在を知らない外国人が多
いと思います。今後、市では外国人が増えていくことが予想さ
れますが、日本の文化や習慣を知り、一緒に参加することで、
多文化共生が進んでいくといいですね。

▲ 着付けを学び、自分で振袖を着たと話す外国人成人の親子



深谷昭和さん・きとさん
（85歳・82歳、森岡町）
挙式：昭和33年10月10日
（寄り添い60年）

◆出会いは。
【きと】見合い結婚で、豊川から大府に嫁いできました。
◆お互いの性格は。
【昭和】私は慌てん坊で、お母さんはゆっくり。
【きと】だから付いていくのがエライんです（笑）。
◆若いころの仕事は。
【きと】中学を出てから、蒲郡の紡績工場に泊まり込みで働きました。
【昭和】いろいろやったけど、1番面白かったのは独身時代の洋服行
商。仲間と3人で3日ごとに移動して回り、東北から北陸まで日本海
沿いの町にはほとんど出向きました。多くの一期一会がありました
ね。結婚後に一家で始めた酪農は、最盛期には大府で5本の指に入
る規模だったんですよ。
◆趣味など普段の過ごし方は。
【昭和】カラオケ。時には西尾の一色まで出向くほど、いろんな土地に
何十店舗も行きつけの店があります。

【きと】料理が好きです。普段はテレビを見たり近くを散歩したりして
過ごし、時々農協婦人会で神社の掃除や食事会などに出向きます。
◆これまでを振り返って。
【きと】お父さんは、こう見えて気配りが良いので何とか付いてこられ
ました（笑）。いろんな仕事を経験してきたことが生きているのだろ
うね。

【昭和】年を食えば食うほど、お互いの心がよく分かって仲良くなって
います。頼れるのは相方だけだからね。

お兄ちゃんやいとこの凜
ちゃん（左写真）が大好きな
結希那ちゃん。そのすてき
な笑顔でいつもみんなを癒
やしてくれます♪　食べる
ことや絵本が大好きです。
これからも、好きなことし
てたくさん遊ぼうね。

森 結
ゆ き な

希那さん
平成30年3月18日生まれ
政直さん（父）　好美さん（母）

菊池 凜
りん
さん

平成29年12月21日生まれ
竜太郎さん（父）　友香さん（母）

ダンスが大好きなおてんば
な女の子。最近1人で立て
るようになり、歩き出す
のが楽しみです。いとこの
お兄ちゃんや結希那ちゃん
（右写真）ときょうだいのよ
うに仲良く遊んでいます。
のびのび元気に育ってね！

3歳以下のおおぶキッズをご紹介!　
掲載希望の方は広報広聴課へご連絡ください。
広報広聴課　☎（45）6214

人間、やる気になれば何でもできる
やろうとすることが大事！

広報おおぶの紙面を飾ってくださる方を大募集!
　募集しているのは、「金婚カンコン」「みんなにごあいさつ」「表紙などの読者モデル」。
掲載された方には、掲載した写真を、広報おおぶの表紙風に加工してプレゼント。記念に1枚いかがですか？　 
詳細は市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　広報広聴課　☎（45）6214　死koho-obu@ma.medias.ne.jp
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福永 真
しんや

也さん（高丘町在住）

アイデアは、生活の中で無意識に蓄積している

第
53
回
北
日
本
文
学
賞
を
、
応
募

作
1
0
6
3
編
の
中
か
ら『
種
を
蒔
く

人
』で
受
賞
し
た
福
永
真
也
さ
ん
。
受

賞
ま
で
の
11
年
間
・
延
べ
10
回
の
挑

戦
を「
1
年
目
が
1
番
自
信
満
々
で
し

た
。
続
け
る
う
ち
に『
絶
対
的
な
自

信
』は
薄
ら
い
で
い
っ
た
け
ど
、
代
わ

り
に
自
身
の
作
品
を
客
観
視
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き

い
で
す
」と
振
り
返
り
、「『
文
学
に
つ

い
て
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
』と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
」と

も
話
し
ま
す
。

福
永
さ
ん
と
小
説
と
の
出
会
い
は

中
学
生
の
と
き
。
祖
父
母
宅
で
手
に

取
っ
た
小
説
を「
面
白
い
」と
感
じ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
時
は
流
れ
て

26
歳
、「
自
分
が
面
白
い
と
思
え
る

も
の
を
、
自
分
自
身
で
書
い
て
み
た

い
」と
の
思
い
で
筆
を
執
っ
た
こ
と
か

ら
、
執
筆
活
動
は
読
書
の
延
長
線
上

に
あ
っ
た
と
話
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
飲
食
業
で
働
き
な
が

ら
執
筆
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

福
永
さ
ん
は
、
好
き
な
小
説
の

ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て「
純
文
学
が
自
分

に
な
じ
ん
で
い
て
、
読
む
に
も
書
く

に
も
1
番
面
白
い
。
ア
イ
デ
ア
は
生

活
の
中
で
無
意
識
に
蓄
積
し
、
常
に

頭
の
中
に
あ
り
ま
す
」と
言
い
ま
す
。

執
筆
活
動
の
苦
労
に
つ
い
て
は「『
昔

の
方
が
勢
い
よ
く
書
け
た
の
に
』と

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
変
に
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
つ
い
て
慎
重
に
な
り『
ど
つ

ぼ
』に
は
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と

話
す
一
方
、
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
な
い
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
福
永
さ
ん
は
、
小
説
に
接
す
る
ひ

と
と
き
を「
自
分
の
生
活
の
中
で
唯
一

没
頭
す
る
時
間
。
小
説
に
は
、
日
常

を
忘
れ
る
ほ
ど
の
魔
力
が
あ
り
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て「
1
冊
で

い
い
の
で
本
を
編
み
た
い
。
読
み
手

の
方
が
私
と
同
じ
く
日
常
か
ら
離
れ

ら
れ
、
そ
し
て
読
後
に
少
し
尾
を
引

く
ぐ
ら
い
に
感
じ
る
作
品
に
で
き
た

ら
」と
話
す
福
永
さ
ん
は
、
小
説
と

は
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
出
会
っ
た

と
言
う
介
護
の
仕
事
に
就
く
夢
も
見

据
え
て
い
ま
す
。
執
筆
活
動
で
培
っ

た
人
間
観
察
・
理
解
力
、
推
理
力
を

介
護
に
生
か
せ
る
可
能
性
を
感
じ
な

が
ら
、「
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く

楽
し
く
執
筆
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
近
い
将
来
は
、
相
手
の
気
持
ち

を
察
し
理
解
で
き
、『
頼
ま
れ
た
こ

と
の
向
こ
う
側
』の
見
え
る
介
護
福

祉
士
に
な
り
た
い
で
す
」と
素
敵
な

抱
負
を
語
り
ま
す
。

まだまだ寒い日が続きますね。我が家では、この広報おおぶの編集をしているさなか、家族が立て続けにインフルエンザ
にかかり、公私ともにバタバタでした。みんな予防接種を打っていたのですが…。インフルエンザには、予防接種の他に、
消毒・手洗い・換気などで予防もできますが、今年かかったので、来年は勘弁してださい（笑）（Ｄ）

▲福永さんの受賞作『種を蒔く人』は北日本新聞社公式サイトから
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